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このように、民主教育と AL は、その目的と手段ともに、熟議力と応用力の育成という文脈
において対応関係にあることがわかる。より積極的には、社会の不正義や生活関係の問題を扱
う民主教育である以上、それは比較的に学習者の感性に響きやすいことにおいて、また感性の
言語化を組み込んだ学びであることにおいて、主体的な学びを促す AL の中核的な存在となる
ことが期待できるのではないだろうか。 
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